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内容要旨
ヒトを含むJ1l乳動物は、消化管から吸収した各極栄養素を｝山から取り込んだ酸素で酸化
することによって生命的動のためのエネルギーを得ている。この際化反応によって産生さ
れるエネノレギー最によって活発な市場Jが可能となるものの、取り込んだ酸素の約 I.日目が活
性鍛素・フリーラジカノレ（活情目安素）に変化すると考えられている。この告を化過程で産生
される活性酸素は、生体内に存在するJi＼：際化物質によって分解、消去される。しかしなが
ら、生体に強度の生物常的、化学的ストレスや精神的ストレスが負荷されると大量の活性
酸素が生成され、酸化ストレスが発生、その結果、各種疾患の発症や憎悪化が誘発される
ことが知られている。妊娠によって母体では外見のみならず、全1歳；＊で著しい生理学的変
動が起きる。妊婦は、妊娠の継続や胎児の発育のために非妊婦と比較し、著明な物質代
議tの変動やホルモンバランスの変化、精神的ストレスが観察される。これら妊娠・出E主
に伴う一連の反応によって母体は殴化ストレス反応に曝されてし、ることが推察される
ものの、妊娠と Ii)：体の際化ストレス反応に関しては卜分に検言、fされていない。そこで、本
研究では正常妊婦を対象にU≪I•に排泌される齢化ストレスマーカーをiJ{lj定し、 k干娠と母体
の目安化ストレス反応の変動について検討した。対象とした様化ストレスマーカーは脂質過
酸化物であるイソプラスタン、ヘキサノイノレリジン、ピリルビンの過般化物であるバイオ
ピリンならびに日NAの般化障害！進物である 8Ol!OGであった。対象妊婦を妊娠初期、妊娠，，' 
期、妊娠後期そして産後 iか月に区分し、上記酸化ストレスマーカーを測定したところ、
全てのマーカーの尿中含有量が非妊婦、妊娠初期ならびに中期！と比較し妊娠後期において
のみ統計学的に有意に精力日した。また、これら酸化ストレスマーカーは産後 1か月で非妊
婦のそれらと同濃度にまで減少した。 I高胞が子宮に着床するとl治盤が形成され、徐々に発
育、奴娠後期ではその機能やJI台盤構成細胞の活性化が最大となる。 JI白書室そのものの機能や
構成細胞の訴性化は大量の活性酸素を産生するとされていると考えられていることから、
妊娠後郊の母体では非常に強し、際化ストレス反応が惹起された可能性が推察された。生体
で酸化ストレス反応が発現すると生命活動を送るために必須の栄養物の酸化分解や生
体組織の破壊変性が起きることが知られている。さらに、酸化ストレス反応は循環器の
異常や糖尿病等の疾患の発症や増悪化を引き起こすことから、正常経過を辿る妊婦であ
っても妊娠後期では食事や生活指導、精神面への援助などの看護介入を行っていくこと
も必要と思われる。
